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学校　　年　　組 氏名

　次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×５＝２０点)

（１）　次の式の同類項をまとめて簡単にしなさい。

２x2  ＋ ４x ＋ ３－４x－５x2

（２）　次の計算をしなさい。

２( ３x－ y ）＋３( x ＋２y ）

（３）　a ＝５ ，b ＝ －
1
―
3

 のとき，次の式の値を求めなさい。

２a  －  ９b ＋  a＋３b

（４）　次の計算をしなさい。

－１２x2y ÷３xy ×( －２y ）

（５） 次の等式を,〔　　〕内の文字について解きなさい。

２x － y ＝ ３　〔 y 〕
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　次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×５＝２０点 )

（１） 　次のア～ウのうち，x ，y の値の組（４，２）が解である連立方程式をすべて選び，

記号で答えなさい。

（２）　次の連立方程式を解きなさい。

（３）　次の方程式を解きなさい。

x ＋ y ＝ ４x ＋ ３y ＝ １

（４） 　１個５０円のあめと１個８０円のガムをあわせて１０個買ったら，代金の合計は５６０円

であった。このとき，次の問いに答えなさい。

① あめの個数を x 個，ガムの個数を y 個として，連立方程式をつくりなさい。

② ①でつくった連立方程式を解いて，あめとガムの個数をそれぞれ求めなさい。

３x ＋ y ＝１１

x ＝９－ y

x ＋ y ＝６

２x ＋ y ＝１０
ア

x ＋３y ＝－２

x － y ＝２
イ

x ＝２y

y － x ＝－２
ウ
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 　次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×４＝１６点)

（１)　次のア ～ ウのうち， y が x の一次関数であるものをすべて選びなさい。

ア. ５００mL の牛乳を， x mL 飲んだときの残り y mL

イ. 面積３０㎠の長方形の縦の長さを x ㎝ と横の長さ y ㎝

ウ. １辺の長さが x ㎝ の正三角形の周の長さ y ㎝

（２)　一次関数 y ＝ ３x ＋ ５ で， x の増加量が２のとき， y の増加量を求めなさい。

（３) 　グラフが点（２，３）を通り，傾き－１の直線である。この直線の式を求めなさい。

（４)　 グラフが２点（－２，－４），（１，５）を通る直線である。この直線の式を求めなさい。

　次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×４＝１６点)

（１) 　次の ∠ x の大きさを求めなさい。

（２)　正八角形の１つの内角の大きさを求めなさい。

（３) 　右の図の平行四辺形ＡＢＣＤで，点Ｅ，Ｆはそ

れぞれＢＣ，ＣＤ上の点でＢＤ//ＥＦである。図

の中で△ＡＢＥと面積が等しい三角形を３つ答え

なさい。

②① ℓ //m 

x

m

x
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 　右の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＢＣの中

点をＥとし，ＡＥの延長とＤＣの延長との交点をＦと

する。このとき，四角形ＡＢＦＣは平行四辺形になる

ことを，次のように証明した。  にあてはま

る語句や記号を下の語群からそれぞれ選びなさい。

（２点×６＝１２点 )

【証明】△ＡＢＥと△ＦＣＥで，

仮定より，ＢＥ＝　 （１） 　・・・①

平行線の （２）  は等しいので，ＡＢ//ＤＦから

　∠ＡＢＥ＝∠ＦＣＥ　・・・②

（３）  は等しいから，

　∠ＡＥＢ＝∠ＦＥＣ　・・・③

①，②，③から　 （４）  がそれぞれ等しいので，

　△ＡＢＥ≡△ （５）

合同な図形では，対応する辺は等しいので，

　ＡＥ＝ＦＥ　・・・④

①，④から， （６）  ので

四角形ＡＢＦＣは平行四辺形である。

【語群】ア．ＣＡ　　　イ．ＣＥ　　　ウ．ＦＢＥ　　エ．ＦＣＥ

オ．対頂角　　カ．同位角　　キ．錯角　　　ク．３組の辺

ケ．２組の辺とその間の角　　コ．１組の辺とその両端の角

サ．１組の向かい合う辺が，等しくて平行である

シ．２組の向かい合う辺が，それぞれ等しい

ス．対角線がそれぞれの中点で交わる

Ａ Ｄ

Ｃ

Ｆ

Ｂ
Ｅ
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 　次のデータは，ある中学校の生徒１４人が５月に読んだ本の冊数を，値の小さい順に並べ

たものである。このデータについて，次の問いに答えなさい。　　　　　（４点×２＝８点)

（１)　四分位範囲を求めなさい。

（２) 　箱ひげ図をかきなさい。

 　１０円，５０円，１００円の硬貨がそれぞれ１枚ずつあります。この３枚の硬貨を同時に

投げるとき，次の問いに答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×２＝８点)

（１)　３枚とも表となる確率を求めなさい。

（２) 　表が出た硬貨の合計金額が，６０円以上になる確率を求めなさい。

　【読んだ本の冊数】

３，４，４，５，６，７，７，７，８，８，９，１０，１１，１２

０ ５ 10 15 (冊)


